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NEDOのミッション

１．エネルギー・地球環境問題の解決
２．我が国の産業技術力の強化
１．エネルギー・地球環境問題の解決
２．我が国の産業技術力の強化

経産省
産業界

・大学

イノベーションの実現

政策を事業に具体化 産官学の英知を結集

ナショナルプロジェクトの推進

職員数 : 1,095名（2020/4）

予 算：1,589億円（2020年度）
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対応策
省エネルギー

再生可能エネルギー

原子力

CCUS

水素

課題
温暖化ガスの低減（2012年比）

▲26% in 2030 / ▲100% in 2050

エネルギー自給率の向上

11.8％ in 2018 ⇒ 40% in 2030

一次エネルギー（2018）
total: 19,728PJ 

最終エネルギー消費（2018）
total: 13,124PJ 

石油
38%

石炭
25%

天然ガス
23%

原子力
3%

水力
3%

再エネ
8%

電力
26%

運輸
23%

家庭
7%

産業
44%

出典：エネルギー白書（2020年6月）からNEDO作成
※最終エネルギー消費のうち、電力については家庭、産業部門より抽出して集計

日本のエネルギーの現状
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◆様々な資源から製造可能 ◆CO2等を排出しない
◆電気を大量、長期間安定的に貯蔵可能
◆貯蔵したエネルギーは輸送可能
◆電気・熱、また輸送用エネルギーに利用可能

液化水素トレーラー

水素貯蔵タンク

エネルギーとしての水素の特徴
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エネルギーとしての水素の特徴

出典：International Energy Agency(IEA); Technology Roadmap Hydrogen and Fuel Cells
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水素の物性・特性

水素の基本的な物性

沸点 -252.87℃（1気圧）

融点 -259.1℃（1気圧）

臨界点 1.293MPa、-240.18℃

平衡組成
常温：3（オルソ水素）：1（パラ水素）
液水：1（オルソ水素）：9（パラ水素）

トヨタ／MIRAI

タンク容量 112リッター（70MPaで5kgの水素を充填）

走行距
離

500～600km

燃費 100～120km/kg

FC 最大出力：114kW（3.1kW/L）

ガソリン1L（約750g）と同じエネルギーを得る
ために必要な水素は1m3（約90g）

水素貯蔵方法の比較

アンモニア 1/1,300

吸蔵合金 1/1,000

液体水素 1/800

圧縮水素（70MPa） 1/700

有機ハイドライト 1/500（常温常圧）

圧縮水素（35Mpa） 1/350（5kgで300～350km）
オルソ→パラ転移反応は発熱反応であり、50°K以下の転移熱は339cal/mol。
液体水素の蒸発熱は217cal/molのため、液体水素の平衡組成とすることが貯
蔵に重要。
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エネルギー密度の比較
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水素エネルギー政策、導入状況
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日本の水素エネルギー政策

水素基本戦略(2017.12)
2050年を見据えた長期ビジョンと2030年までの目標

水素・燃料電池戦略ロードマップ(2019.3改訂)
水素基本戦略目標達成に向けたアクションプラン

水素・燃料電池技術開発戦略(2019.9)
戦略ロードマップ実現のための重点的技術開発項目設定

シーズ・ニーズの融合、国家プロジェクトのレビュー

2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略(2020.12)
菅政権が掲げる「2050年カーボンニュートラル」への挑戦を、
「経済と環境の好循環」につなげるための産業政策において、
熱・電力分野を脱炭素化するための水素大量供給を目指す
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日本の水素エネルギー政策

内閣
水素基本戦略

METI
水素・燃料電池戦略ロードマップ

NEDO NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップ
研究開発、実証プロジェクト

2050年を見据えたビジョン（水素を
エネルギーの選択肢の1つとする）と、
2030年までの導入目標値を提示

技術のスペックやコスト内訳につい
て、様々な目標値を設定するとと
もに、取り組み内容を記述

国の目標達成に向けた技術課題を設定
技術課題克服へ向けた研究開発、実証プ
ロジェクトを展開
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水素基本戦略のシナリオ
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水素・燃料電池戦略ロードマップの例
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NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップ

国の各種政策目標を達成するために必要な「技術的課
題」やその「目標値」を時系列で整理したもの。燃料電池
分野はNEDOのウェブサイトで公開中。
（https://www.nedo.go.jp/library/battery_hydrogen.html）

産学官の多様なバックグラウンドを有する関係者が同じ方
向を向いて長期的視野を共有できるよう策定。我が国全
体としての効率的な研究開発活動に貢献。
移動体用（FCV）、定置用（業務・産業用 及び 家
庭用）の燃料電池が、2040年頃に達成すべき究極の性
能目標値も設定。
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＜移動体用＞
航続距離1,000 km以上（長距離ツアラー）
出力密度9 kW/L（6気筒3Lエンジン200kW相当）
最大負荷時セル電圧0.85V
作動最高温度120℃
コスト（生産量50万台/年の製造コスト）

• FCシステムコスト0.2万円/kW（うち、スタックコスト0.1万円/kW）
• 水素貯蔵容器コスト10万円

耐久性15年以上無交換（乗用車15万km以上、バス75万km以上、トラック
100万km以上）

＜業務・産業用＞
60%以上（数kW級）、効率70％以上（数10～数100kW級）
可逆SOFC、化学・電気・熱を同時供給するトリジェネレーションシステムの実現等

主な究極目標
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移動体用ロードマップの例（一部）
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FCの市場投入後においても解決すべき難課題は山積。公的機関たるNEDOがハブ
となって各社からのニーズを抽出して最大公約数たる共通課題を整理。

最初にFCV分野を対象に、「FCV課題共有フォーラム」を開催（2019.1.22）

自動車メーカー等の産業界から、2030年以降に求められるFCの実現に向けて、
解決すべき技術課題を、広く我が国の研究者等（約360名）に対して発表。課題
を共有した。

15

産業界の共通課題の共有（FCV)
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産業界の共通課題の共有（水素貯蔵）

【開催概要】 2019年１2月5日 於フクラシア品川、約100名参加
【講演内容】
NEDO 「2030年以降に向けた水素貯蔵技術開発におけるチャレンジ」（政策＆ロードマップ）
FCCJ  「2030/2040年に向けたチャレンジ ～課題と対応」 （長期課題）
トヨタ自動車 & 本田技術研究所 「水素貯蔵技術の現状と課題」 （短・中期課題）
アカデミア 「CFRP製高圧水素容器の設計と製造に関する研究開発の現状」
第二回「FC-Cubicオープンシンポジウム」でハイライトします。

燃料電池に続き、水素貯蔵の分野でも産業界からの課題等を広く関係者に共有。
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カテゴリ 項目 現状 問題点

耐久性向上 電解質膜の耐久性向上 ラジカルクエン
チャ添加膜

クエンチャ移動によ
る遍在
クエンチャ性能不足

Feコンタミによる
膜劣化

Feコンタミ排除に
よる高コスト化

運転温度の
高温化

高温DRYに対する電
解質膜のプロトン導電
性向上

高スルホン酸密度
化（低EW）

性能不足
耐久性悪化

Pt使用量の
低減/耐久性
向上

メソ孔触媒担体による
高性能化

市販カーボンブ
ラック（中実/中空
構造）

構造設計と最適化
高コスト

Air由来のコンタミ耐
性向上

Airフィルタ設置 電解質劣化成分によ
る被毒
コンタミ耐性不足
性能復帰処理

水素由来のコンタミ耐
性向上

高純度の水素を
使用

燃料電池：ＦＣＶ用燃料電池の主な共通課題例
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ＮＥＤＯ事業における取組事例

カテゴリ 項目 現状 着目点 成果 実施者

耐久性

電 解 質
膜の耐久
性向上

ラジカルク
エンチャ添
加膜

ラ ジ カ ル
ク エ ン
チャー

電解質膜中のラジカルクエンチャーイオンの移
動挙動とクエンチ機構を解析するために、シ
ミュレーション解析とイオン移動速度測定を実
施。添加物によるラジカルクエンチャーの移動
抑制を確認した。

大学

アノード

高触媒活性と過酸化水素の発生抑制を両
立する、アノード極Ir系合金触媒、表面有機
物修飾技術を開発。メーカーへのサンプル活
動を継続中。

大学、
企業

開発した白金-コバルト合金水素極触媒を使
用することにより、ｱﾉｰﾄﾞにおける過酸化水素
の発生を抑制して燃料電池の耐久性を従来
の4倍以上に高めたことを確認した。

大学

コンタミ Ｓ被毒

白金表面の硫黄種の吸着・分解・脱離過程
を解明し、被毒を抑制して高活性を維持する、
又は被毒状態から触媒活性を回復させるた
めの手法を提案。

大学、
国研

ＮＥＤＯ事業もこれらの課題の一部に迅速に対応した（2019年度）。
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出典：経済産業省HP 「令和2年度第3次補正予算の事業概要（PR資料）」
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取り組みが不可欠な１４の重要分野

出典：内閣官房 成長戦略会議（第6回） 「資料1 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略会議」
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１．水素の利用

・水素発電タービン 市場立ち上げ、商用化を加速

・FCトラック 市場立ち上げ、商用化を加速

インフラ整備

２．水素の輸送

・水素運搬船 2030年までに商用化

３．水素の製造

・水電解装置 海外市場への輸出を目指したコスト低減、

国内での性能評価

水素・・・カーボンニュートラルのキーテクノロジー

水素分野の具体的な取り組み内容
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技術開発の取り組み
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水素に関するNEDOの取り組みの全体像
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201520142013 2016 2017 2018 2019

水
素
社
会

水素社会構築技術開発事業（2014～2025）

固体高分子型燃料電池利用高度化技術開発事業
（2015～2019）

水素利用等先導研究開発事業 (2014～2022）

2020

超高圧水素インフラ本格普及技術
研究開発事業（2018～2022）

固体酸化物型燃料電池等実用化推進技術開発事業
（2013～2019）

燃
料
電
池

水素利用技術研究開発（2013～2017）

2021

燃料電池等利用の
飛躍的拡大に向けた
共通課題解決型
産学官連携
研究開発事業
（2020～2024）

次世代電池・水素部の実施事業
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事業期間：2020年度～2024年度(5年間) 事業規模：50億円程度（2020年度）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業

燃料電池：研究開発内容
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ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームの構築
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産業界からの共通課題への対応状況（燃料電池分野）

電解質・ｲｵﾉﾏｰ （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発 ①ラジカルクエンチ技術（材料、固定化） ①プロトン伝導度、機械・化学耐久性、ガスバリア性を両立する材料

２）実用化に向けた
開発・技術実証

①化学劣化抑制技術
②プロトン輸送能力向上技術（低EW）
③酸素透過向上技術（ｱｲｵﾉﾏ）
④機械的要因による劣化抑制技術（膜）
⑤ガス透過抑制技術（膜）
⑥HC膜技術(機械耐久向上、水素バリア性向上技術含む)

①高温対応技術（120℃）
②機械的要因による劣化抑制技術（膜）
③プロトン導電性向上技術（現行の２～４倍）

３）要素技術開発

①高温対応技術（120℃）
・ガス透過抑制技術
・高温劣化抑制技術・酸素透過向上技術（ｱｲｵﾉﾏ）
②機械的要因による劣化抑制技術（膜）
③プロトン伝導性向上技術（現行の２～４倍）

①新プロトン輸送機構（無水伝導）材料

②触媒被毒抑制材料

４）シーズ探索・
基盤研究

①新プロトン輸送機構（無水伝導）材料
②触媒被毒抑制材料

GDL/MPL （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発 ①低コストGDL機材の適用
②高ガス透過性材料（濃度分極＆圧損バラツキ低減）

①低電気抵抗材料（接触抵抗低減）
②電解質膜保護とガス拡散性の両立した高ガス透過性材料

２）実用化に向けた
開発・技術実証

①低電気抵抗材料（接触抵抗低減）
②電解質膜保護とガス拡散性の両立した高ガス透過性材料

①超低抵抗シート材料
②高温運転対応（120℃）材料

３）要素技術開発 ①超低抵抗シート材料
②高温運転対応（120℃）材料

①高電位化対応（0.85V）
②革新物性シート（平滑度、熱伝導率、透水性、高電位耐性、濡れ性）

４）シーズ探索・
基盤研究

①高電位化対応（0.85V）材料
②革新物性シート（平滑度、熱伝導率、透水性、高電位耐
性、濡れ性）
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産業界からの共通課題への対応状況（燃料電池分野）

アノード （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発
①廃棄製品からの貴金属ﾘｻｲｸﾙ技術確立
②大型車両用超高耐久電極の開発(100万ｷﾛ以上見通し)
③－４０℃低温起動技術開発
④水素品質対応触媒・電極（ｿｰｸ時、ｱﾉｰﾄﾞ耐被毒）

①電極の高温（120℃）・高電位（0.70～0.85V）対
応技術

２）実用化に向けた
開発・技術実証

①電極の高温（120℃）・高電位（0.70～0.85V）対応技術
ａ：低ストイキ（高電位）耐性向上触媒・電極・触媒劣化抑制（Pt粒径溶
解・凝集）
ｂ：触媒利用率向上電極技術
ｃ：ラジカル低減触媒・電極

①高温対応アノード要素技術（120℃）

３）要素技術開発
①高温対応アノード要素技術（120℃）
ａ：非炭素耐高電位高酸化・腐食耐性アノード担体
ｂ：アノード触媒活性向上（高ＨＯＲ）
ｃ：低ORR・高水電解アノード触媒材料

①非金属触媒（Ptレス）
②水素不純物耐性への対応技術

４）シーズ探索・
基盤研究

①非金属触媒（Ptレス）
②水素不純物耐性への対応基盤技術

カソード （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発
①廃棄製品からの貴金属ﾘｻｲｸﾙ技術確立
②空気品質対応触媒・電極（ソーク時）
③大型車両用カソード触媒高耐久化（担体腐食、貴金属溶解・凝集抑制）

①廃棄製品からの貴金属ﾘｻｲｸﾙ技術の低コスト化と普及

２）実用化に向けた
開発・技術実証

①貴金属使用量大幅低減カソード触媒技術（0.05-0.1gPt/kW、
0.7V@3Acm-2、触媒活性・利用率の向上、低拡散性、非貴金属ｺｱ材料
の適用、等）

①高温化対応高耐久高活性ｶｿｰﾄﾞ触媒（120℃）
②ラジカル発生の無い触媒

３）要素技術開発

①高温化対応高耐久高活性ｶｿｰﾄﾞ触媒（120℃）
ａ：高電位環境下での触媒活性・利用率向上

⇒0.85V@4.4Acm-2w/0.03gPt/kW
ｂ：高電位/電位変動耐久性向上（逆電位劣化抑制、高耐食性ｶｰﾎﾞﾝ/

非ｶｰﾎﾞﾝ担体、貴金属溶解大幅抑制等）
ｃ：高電流密度対応カソード触媒層（高酸素透過性）

②ラジカル発生の無い触媒

①非貴金属触媒（革新的高電位高活性触媒）

４）シーズ探索・
基盤研究

①非貴金属触媒の探索（革新的高電位高活性触媒）
・ｶｿｰﾄﾞ非貴金属触媒（Ptﾚｽ）のﾗｼﾞｶﾙ発生抑制
②Ｐｔ系触媒の超高活性化

①Ｐｔ系触媒の超高活性化
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産業界からの共通課題への対応状況（燃料電池分野）

シール （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発 ①低コストシール材料の成形性（短時間接着含む）向上
②低コストシール材料の適用

①高温化対応(120℃）シール・ガスケット材料の開発
②サブガスケット材料の低コスト化③低コストシール材料の成形性向上技
術（1枚/秒以上）
④含有成分の超低溶出化（反応触媒・残留モノマーなど）

２）実用化に向けた開発・
技術実証

①高温化対応(120℃）シール・ガスケット材料の開発
②サブガスケット材料の低コスト化
③低コストシール材料の成形性向上技術（1枚/秒以上）
④含有成分の超低溶出化（反応触媒・残留モノマーなど）

①高温化対応（120℃）シール材料の高耐久化
②高性能化、高温化、高電位化対応技術（成形性、高速生産性との両
立含む）

３）要素技術開発
①高温化対応（120℃）シール材料の高耐久化
②高性能化、高温化、高電位化対応技術（成形性、高速
生産性との両立含む）

４）シーズ探索・
基盤研究

ｾﾊﾟﾚｰﾀ・表面処理 （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発
①セパレータ低抵抗材料の適用

②低ｺｽﾄｾﾊﾟﾚｰﾀ大量生産技術および品質担保手法の確立

①良プレス成形性材料及び表面処理技術
②低溶出性材料及び表面処理技術
③低接触抵抗材料及び表面処理技術
④低コスト高温・高電位耐性材料及び表面処理技術
⑤高排水性・低接触流路構造

２）実用化に向けた開発・
技術実証

①良プレス成形性材料及び表面処理技術
②低溶出性材料及び表面処理技術
③低接触抵抗材料及び表面処理技術
④低コスト高温・高電位耐性材料及び表面処理技術
⑤高排水性・低接触流路構造

３）要素技術開発 ①Ｔｉ精錬プロセス革新による低コスト化
４）シーズ探索・

基盤研究
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産業界からの共通課題への対応状況（燃料電池分野）

量産技術開発 （Ａ）2020～2025年に取組むべきテーマ （Ｂ）2025～2035年に取組むべきテーマ

１）実用技術開発 ①高速生産技術の確立（1秒/枚）
・電極高速塗工技術の確立
・セパレータ高速生産技術の確立
・高速積層技術の確立（MEA化、ｾﾙ化、ｾﾙ積層）

②高速生産に対応した技術開発
・ｼｰﾙ/ｶﾞｽｹｯﾄ材の高速積層対応技術の確立

③低コスト・高ロバストなMEA要素の量産技術開発
・電解質膜量産技術の確立
・担体量産技術の確立
・触媒量産技術の確立

①超高速化生産技術の確立（10倍以上）

②エージングレスの実用化開発

③電解質膜、電極触媒材料、製造技術の共通化によるビジネス化の推進
２）実用化に向けた

開発・技術実証

３）要素技術開発 ①超高速化生産技術コンセプト・要素開発（10倍以上）

②エージングレス化に向けた技術開発

③生産装置の共通化（寸法・仕様に対する許容度拡大）
４）シーズ探索・

基盤研究
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産業界からの共通課題への対応状況（水素貯蔵分野）

水素貯蔵 開発テーマ

１）低コスト化
（量産性改良）

カーボン繊維
非カーボン繊維
ライナーレス化
FW代替技術（UDシート、SMC他）
高圧水素部品機能統合・軽量化

２）高耐久性

CFRPの疲労起点の特定
疲労シミュレーション
CFRP～ライナー～口金構造の改良
高圧水素シール クリープ性能の向上

３）リサイクル
LCA解析手法
カーボン繊維再利用法
ポリマー系非カーボン繊維

４）用途拡大 乗用車以外への活用に向けた技術開発（液体水素等）
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①国内規制適正化に関わる技術開発
省人/無人運転の法的／技術的課題対応、汎用材の適用範囲の拡大を目指した水素特性
判断基準検討（使用条件での材料疲労把握等）、規制改革実施計画の項目に関する検討等

②水素ステーションのコスト低減等に関連する技術開発
水素ステーションのモジュール化／規格化、構成機器の寿命延長の安全性評価方法検討、
高圧対応高分子技術（ディスペンサーのホースや継手／シール部材）の開発等

③国際展開、国際標準化に関する研究開発
世界のステーション関連市場を開拓、拡大していくため、ISO等の標準化や、
HFCV-GTR(水素やFCVの世界統一基準)の課題検討への対応等

圧縮機

ディスペンサー

ＦＣＶ

蓄圧器水素ステーションのイメージ

プレクーラー 高圧対応高分子技術開発

運営費低減のための技術開発

水素ステーションに関するリスクアセスメント 貯蔵

水素トレーラ

国際展開支援プロジェクト

水素ステーションの規格化・標準化、モジュール化検討
国内外のステーション比較検討に関する研究開発

新たな水素特性判断基準の研究開発

高効率昇圧装置の開発
無人運転を実施するための研究開発

-40℃

水素ステーション
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Power to Gas

図：P2Gの概念

再生可能エネルギー

変動電力 水電解

エネルギーキャリア

メタネーション

安定電力
（系統受入可能分）

発電（再エネ） 水素製造 変換・貯蔵・輸送 利用

水素ステーション

燃料電池コジェネ

発電所（水素タービン）

都市ガス混送利用（例：欧州）

有機ハイドライド、
液化水素等

化学工場等

・再生可能エネルギーからの電力を水素に転換し利用するシステム

（Power to Gas：P2G）を開発し、

再生可能エネルギーの課題解決と、水素の最大限の活用を図る。

安定電力
（余剰電力）
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10MW アルカリ水電解 1.5MW PEM水電解

福島県浪江町（FH2R） 山梨県甲府市米倉山

Power to Gasプロジェクト（MWクラス）

実施者：東芝エネルギーシステムズ株式会社、東北電力株式会社、

東北電力ネットワーク株式会社、岩谷産業株式会社、

旭化成株式会社

実施者：山梨県企業局、東レ株式会社、

東京電力ホールディングス株式会社、株式会社東光高岳
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国際間水素サプライチェーン

水素製造・変換 貯蔵 荷役・貯蔵
輸送

水素発電等
に利用

海外の未利用水素源
（褐炭、副生水素

随伴ガス等）
有機ハイドライドに変換し運搬水素 脱水素プラント＠川崎：AHEAD

液化水素にして運搬
海外の未利用水素源
（褐炭、副生水素

随伴ガス等）
水素 液化水素受け入れ基地＠神戸：HySTRA

液化水素運搬船
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水素ガスタービンを用いた地域熱電併給実証（神戸CGS）

水素用ガスタービン燃焼器の開発

水素ガスタービン

株式会社大林組、川崎重工業株式会社

三菱パワー株式会社
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水素の製造から利用に至るまでの要素技術開発

アルカリ水電解

次世代水電解

高温水蒸気水電解
(SOEC)

副成水素
高圧力化

タンク貯蔵システム

水素燃焼エンジン

業務・産業用燃料電池

水素ステーション

燃料電池車

水素製造 キャリア転換・大規模輸送

・貯蔵システム
水素利用

固体高分子水電解
(PEM／AEM)

水蒸気改質

＜化石燃料等の分解＞
＜圧縮水素＞

＜液化水素＞

ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱｰﾑ

＜アンモニア技術＞

＜有機ハイドライド＞

太陽熱利用

貯蔵システム
・脱水素技術開発

分散型アンモニア合成

貯蔵システム・脱水素技術開発

家庭用燃料電池

＜メタン＞

高効率メタン化触媒

溶融塩 電解合成法

水素分離膜脱水素

ISプロセス

水素タービン（小型）

水素タービン（大型）

⑤炭化水素等を利用した二酸化炭素を排
出しない水素製造

①水電解水素製造

メタン熱分解
(Ni-Fe-Al触媒×膜)
(Ni触媒×炉内伝熱促進)
(Fe触媒×流動層)

③超高効率発電システム基盤
技術研究開発

Naレドックス

②大規模水素利用技術開発

酸素水素閉鎖系タービン

近年実施テーマ（実施中）

近年実施テーマ（終了）

凡例

④エネルギーキャリアシステム

低コスト化

液水ポンプ

ルール整備

過去実施テーマ（終了）

＜水の分解＞

光エネルギー利用

バイオマス
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低コスト高効率での大型（ＭＷ級）アルカリ水電解装置を開発し、約1.2
万時間の長期運転で劣化が無いことを確認。

大型電解装置の仕様
セル電圧

1.78 V (@0.6 A/cm2)
電解セル面積

約3m2 /cell
電流密度

最大 0.6 A/cm2

水素生産能力
~25Nm3/h

運転温度
＜90℃

運転圧力
常圧

事例 水電解水素製造技術

研究成果は、「水素社会構築技術開発事業／水素エネルギーシステム技術開
発／再エネ利用水素システムの事業モデル構築と大規模実証に係る技術開
発」に移転。

再エネを大量導入した際の水素活用に向けたシステム実証（福島水素エネル
ギー研究フィールド）の水電解システムに活用。

旭化成株式会社
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目指したい社会

出典：経済産業省「カーボンニュートラルの産業イメージ」
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